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 クロマグロの水槽内産卵試験施設が完成！  
～受精卵の安定的確保を目指して～ 

まぐろ増養殖研究センター・成熟制御グループ   岡 雅一 

 
クロマグロは日本人にとって重要な水産資源であるため、

資源の減少や資源管理について関心が高まっているようです。

また、クロマグロ養殖の生産量が近年増加傾向にあり、養殖

用に捕獲される幼魚の多くが天然資源（天然ヨコワ）である

ため、人工的に卵から育てた幼魚（人工種苗）を利用するこ

とで、天然資源への依存度を減らすことが期待されています。

しかし、現在は海上の生簀網で飼育されたクロマグロ親魚か

ら卵を採集しているため、水温や日照時間などの毎年変動す

る自然条件の影響で、年によって卵の確保が不安定な状況に

あります。そこで水産総合研究センターでは、西海区水産研

究所（長崎市多以良町）の隣接地にクロマグロの安定採卵技

術の開発を目的とした陸上飼育施設を建設し、2013 年 3月に

「まぐろ飼育研究施設」が竣工しました(図１)。この施設で

は、クロマグロの成熟や産卵の促進に重要な水温や光条件を

コントロールして計画的かつ安定的に受精卵を確保する技術

の開発を目指します。 

親魚産卵試験棟（図2）内には、コンクリート製円形水槽（直

径20m×深さ6m：実容量1880m3：図１のＡ）が2基設置され

ており、ここで親魚を飼育し、水温や光条件を調整して産卵

させます。これだけ大きな水槽での飼育には大量の海水が必

要ですが、水族館や家庭の観賞魚水槽で使われている循環シ 

ステムと同じ技術を採用したため、1 日に必要な新鮮海水は、

水槽容量の10～30%程度で済みます。 

 
図1 まぐろ飼育研究施設の配置図 

①親魚産卵試験棟  Ａ親魚水槽（直径20m×水深6m） 

②まぐろ研究棟 ③生物ろ過槽 ④機械設備棟  

⑤排水処理設備棟 

 

また、このシステムは飼育水の加温・冷却時の省エネにも大

きな効果があります。まぐろ研究棟（図１の②、図 3）には、

飼育水の水質（水温、pH、溶存酸素量、塩分）や水槽内の映

像をモニター、記録する装置、水温、日長（1日の照明時間）

の制御盤等を備えており、水質環境測定室や実験室、会議室

もあります。生物ろ過棟（図１の③）には、循環飼育を行う

ための生物ろ過槽（190m3）が設置されています。ここでは、

魚の排泄物や残餌から発生する有毒なアンモニア態窒素や亜

硝酸態窒素をバクテリアによって分解し、飼育水を浄化して、

良好な水質を維持します。機械設備棟は、飼育に必要な空気

と酸素を供給するブロワーや酸素発生装置を備えた施設です

（図１の④）。排水処理設備棟（図１の⑤）は、飼育排水の環

境に及ぼす影響に配慮し、親魚産卵試験水槽からの排水を浄

化・殺菌処理する装置を備えています。なお、新鮮な海水は、

沖合の水を利用している長崎県総合水産試験場の着水槽を借

用し、着水槽付近に新設した取水ポンプと海水ろ過設備から

敷設された、約800ｍの送水管によって供給しています。 

この施設を利用した技術開発により、近い将来良いニュー

スを皆様へご報告できるよう、関係職員一同本格的な研究に

邁進していきます。 

 
図２ 親魚産卵試験棟 

 
図３ まぐろ研究棟 
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「第15回ジャパン・インターナショナル・シーフードショー」で 
早期ブリ人工種苗を用いた養殖技術をPR！  

 

資源生産部・魚介類グループ 堀田 卓朗 
 

2013年8月21～23日に東京国際展示場「東京ビックサイト」

にて第13回「ジャパン・インターナショナル・シーフードショ

ーが開催されました。 

シーフードショーは「国内外の水産資源および水産技術を広

く紹介し、健康でバランスのとれた日本型食生活の源である水

産物の魅力を加工、流通、消費などの各業態に伝え、理解を深

めてもらうこと」を目的として開催され、水産総合研究センタ

ーでは研究成果を広く一般の方々に理解していただくために、

展示ブースを構えました。 

西海区水産研究所では、2012年度より農林水産技術会議の委

託プロジェクト研究「早期ブリ人工種苗を用いた赤潮被害軽減

技術の開発」を実施しています。記憶に新しいと思いますが、

2009、2010年の夏に、有明・八代海でシャトネラ赤潮が大規模

に発生し、魚類養殖に甚大な被害を及ぼしました。シャトネラ

は、ブリのように活発に泳ぐ魚に対する毒性が強く、また、一

旦赤潮が発生すると出荷直前の大きな魚から死亡していくため、

ブリ養殖で特に被害が大きくなります。そこで、我々の持って

いる天然より半年早くブリから卵を得る技術（11～12月に採卵）

を応用して、天然の種苗（4月で5～10cm）より大型の種苗（4

月に20cm以上）を養殖現場に供給し、赤潮発生期よりも前に出

荷を可能にすることを試みています。今回、この事業を一緒に

行っている鹿児島県の東町漁業協同組合と共同で試験研究の内

容とこれまでの成果のアピールをしてきました。 

シーフードショーにおいて、養殖ブリの出展している企業・

団体は、私が確認しただけでも4業者ありました。その中でい

かに足を止めていただくかが、まずは大事になります。その際

に役に立ったのは、ペーパークラフトでした。「養殖ブリの新商

品です、このような切り身でお届けします」って言うのは冗談

で、「お子さんはいらっしゃいますか？ぜひ親子で挑戦してみて

ください、お宅でブリの群れを作りませんか！」というような

会話をきっかけに、「実は私どもは人工種苗を使ったブリ養殖の

技術開発をしておりまして・・・」と紹介させていただきまし

た。なお、ペーパークラフトは水産総合研究センターの HP

（http://www.fra.affrc.go.jp/forkids/kids_pr_fun_paper-c

raft.html）にありますので、お時間のある時にチャレンジして

ください。 

来場者の方々はブリ養殖の種苗がほぼ全て天然魚で人工種苗

は使われていないことを知らないのが大半で、とても驚いてい

らっしゃいました。しかし、人工種苗の利活用には好意的に評

価していただく方が大変多く「人工種苗による早期ブリが定着

するのはいつ頃になるか」「価格はどうなるのか」「種苗生産業

者はいるのか」「種苗を売って頂くことはできませんかね」とい

った質問・要望がありました。また、8月22日には「早期ブリ

養殖技術の概要」と題したセミナーを開催し、本技術開発の内

容を紹介する講演を行いました。セミナーでは準備した席がほ

とんど埋まる程の盛況で（図１）、人工種苗を用いたブリ養殖へ

の関心の高さがうかがえました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 早期ブリ養殖技術の概要セミナーの様子 

 

また、共同研究機関である東町漁協から養殖されたブリの刺

身を提供して頂き、試食会も行いました（図２）。試食された方々

からは「夏のブリなのに脂が乗っていて美味しい」と非常に好

評で、「今後人工種苗を安定的に供給し、皆さんに安心で安全な

ブリを食べて頂けるようにしていきます」とPRしてきました。 

科学的知見に基づいた安定的な採卵技術、健全な種苗を安定的

に供給する技術、早期人工種苗の特性を生かした飼育技術の開

発等々、克服すべき課題は山積しております。それらを一つ一

つプロジェクトの中で解決し、ブリ養殖産業の発展につながる

よう研究開発を進めて行きたいと考えております。 

         

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図２ 養殖ブリ刺身の試食会 
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